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(57)【要約】        （修正有）
【課題】良好な挿入性と、体腔内の狭い空間内における
良好な観察性を得ることができる内視鏡を提供する。
【解決手段】先端構成部１０１には、挿入部１１の軸方
向に撮像部１０７が補修交換のため着脱自在に取付けら
れており、撮像部１０７先端には対物レンズ１０８を内
設したレンズ枠１１２を有している。レンズ枠１１２の
外周には、断面がＶ字形の外周溝１１３が設けられてお
り、外周溝１１３には例えばシリコン系の接着剤１２１
が気密的に充填される。これにより、撮像部の軸方向長
さを短くし、内視鏡の径を細くできる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】対物レンズと固体撮像素子とを有する撮像
部の先端に位置し、単数又は複数枚のレンズを内設した
レンズ枠を、先端構成部に固定してなる内視鏡におい
て、
前記レンズ枠外周に設けた溝と、この溝に係合する撮像
部固定手段とを有すると共に、前記溝に気密手段を設け
たことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】前記固定手段がビスからなることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】前記固定手段がピンからなることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】前記気密手段が弾性接着剤からなることを
特徴とする請求項１ないし３の何れかに記載の内視鏡。
【請求項５】前記弾性接着剤がシリコン樹脂からなるこ
とを特徴とする請求項４に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、レンズ枠の軸方向
長さを短くすることで、撮像部の軸方向長さを短くでき
るよう改良した内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は、細長の挿入部の先端側に湾曲
部を設け、この湾曲部を湾曲することにより、照明窓、
観察窓および鉗子口等を有する先端部を任意の方向へ指
向することが可能になっている。このような内視鏡の多
くは、挿入部先端の先端構成部において、チューブ類の
接続部やその他の内蔵物などの占める割合が大きく、か
つレイアウト上、この先端構成部の外径が挿入部の最大
径となる場合が多い。
【０００３】前記湾曲部を構成している湾曲駒部は、挿
入部の可撓管部がループを形成している時に、湾曲をか
けた時や、体壁に湾曲部を押し付けられても、湾曲駒が
変形しないように、十分な肉厚を有している。
【０００４】また、湾曲部の最後端の湾曲駒は、可撓管
部の先端側の接続口金の外周に嵌合させて接続させる
為、外径を太くしなければならない。また、湾曲駒部の
外周をほぼ全周にわたって被覆しているブレードをろう
付けなどにより固着し、更に、その外周を湾曲ゴムで被
覆しているため、湾曲部と可撓管部の接続部の外径が、
挿入部の最大径となる場合があった。
【０００５】このような内視鏡の従来技術としては、実
公平６－４２６４２公報などに記載のものがあり、これ
ら従来の内視鏡は、レンズ枠を先端構成部材にビスで固
定すると共に、気密を保つためにレンズ枠外周にパッキ
ンを設けていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
内視鏡では、上記のようにレンズ枠にビスとパッキンが
嵌合するための溝をそれぞれ別に設けていたため、レン
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ズ枠の軸方向長さが長くなり、結果的に撮像部全体の軸
方向長さも長くなっていた。また、上記撮像部は全体が
硬質であるため、内視鏡湾曲部が撮像部の位置する部位
で湾曲し、撮像部を無理に曲げて破損することを防ぐた
め、前記先端構成部材に外嵌する第一の湾曲用駒と、こ
の湾曲用駒に隣接する第二の湾曲用駒とを連結するリベ
ットを、撮像部の手元側端以降の位置に設ける必要があ
った。この構成により、先端絶縁カバー（以下、絶縁カ
バーと呼ぶ。）先端側端面から前記リベットの中心まで
の長さ（以下、先端硬質部長さと呼ぶ。）が長くなると
いう問題点があった。さらに、ビスとパッキンが嵌合す
る前記溝をそれぞれ別に設けるため、前記レンズ枠の肉
厚が厚くなり、レンズ枠の径が太くなるために、内視鏡
先端径が太くなるという問題があった。
【０００７】本発明は、これらの事情に鑑みてなされた
もので、内視鏡先端構成部に固定するレンズ枠の軸方向
長さを短くすることで、撮像部の軸方向長さを短くで
き、先端硬質部長さを短くでき、また、上記レンズ枠の
径を細径化することで、内視鏡先端部の径を細径化する
ことができ、これにより、良好な挿入性と、体腔内の狭
い空間内における良好な観察性を得ることができるよう
にした内視鏡を提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
に、本発明の内視鏡は、対物レンズと固体撮像素子とを
有する撮像部の先端に位置し、単数又は複数枚のレンズ
を内設したレンズ枠を、先端構成部に固定してなる内視
鏡において、前記レンズ枠外周に設けた溝と、この溝に
係合する撮像部固定手段とを有すると共に、前記溝に気
密手段を設けたことを特徴とする。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の内
視鏡の実施の形態を説明する。図１に示す電子内視鏡装
置１は本発明の第１の実施の形態の電子内視鏡２と、こ
の電子内視鏡２に照明光を供給する光源装置３と、この
電子内視鏡２に対する信号処理を行うビデオプロセッサ
４と、このビデオプロセッサ４から出力される映像信号
を表示するモニタ５と、このビデオプロセッサ４と接続
され、映像信号等を記録するＶＴＲデッキ６及びビデオ
ディスク７と、映像信号を映像としてプリントアウトす
るビデオプリンタ８等から構成されている。
【００１０】上記電子内視鏡２は細長の挿入部１１を有
し、この挿入部１１の後端には太径の操作部１２が形成
され、この操作部１２からユニバーサルコード１３が延
出されている。このユニバーサルコード１３の先端のコ
ネクタ１４を光源装置３に接続することによりランプ１
５の白色光がコンデンサレンズ１６で集光されてライト
ガイド１７の入射端面に供給される。このコネクタ１４
には信号ケーブル１８の一方のコネクタを接続可能であ
り、他端のコネクタ１９をビデオプロセッサ４に接続す
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ることにより、電子内視鏡２で撮像した信号を信号処理
して所定の映像信号に変換し、モニタ５等に出力する。
【００１１】上記挿入部１１には先端側から順に硬質の
先端部２０と、湾曲自在の湾曲部２１と、可撓性を有す
る可撓管部２２とが連設されており、可撓管部２２の後
端に前記操作部１２が連設されている。図２は、挿入部
１１の湾曲部２１と可撓管部２２との接続部の構造を示
したものである。可撓管部２２は、内側から第１のフレ
ックス２３、第２のフレックス２４、ブレード２５、樹
脂層２６が順に積層されている。ここで、第１のフレッ
クス２３、第２のフレックス２４は、例えばバネ鋼を巻
層したものであり、第１のフレックス２３は例えば右巻
き、第２のフレックス２４は第１のフレックス２３とは
逆の巻き方向、この場合には左巻きとなっている。第１
のフレックス２３の外径と第２のフレックス２４の内径
とは、両フレックス２３と２４とが密着するように設定
されている。
【００１２】ブレード２５は、例えば金属の細線を網組
して形成されている。また、樹脂層２６は、例えばポリ
エステル系の樹脂、あるいはポリウレタン系の樹脂で形
成されている。また、樹脂層２６とブレード２５とは、
例えばポリウレタン樹脂系の接着剤２７で固着されてい
る。
【００１３】一方、第１のフレックス２３、第２のフレ
ックス２４、ブレード２５の前後の端部は例えば半田な
どにより、ずれないように固着されている。さらに、可
撓管部２２の先端側には、金属製等の接続口金２８が、
例えばエポキシ系の接着剤で固着されている。この接続
口金２８の４箇所の内周位置には、操作部１２に設けら
れた図示しない操作ノブを回動させることにより軸方向
に牽引され、湾曲部２１を湾曲させるためのワイヤ２９
をガイドするための例えば密巻きしたコイルなどから形
成されるガイドパイプ３０が、例えば半田などで固着さ
れている。
【００１４】このガイドパイプ３０の端部は例えば４５
°になるように面取りしている。本実施の形態では、接
続口金２８の内径と可撓管部２２の内径は、同じにして
いるが、異なる径にしてもかまわない。前記内径は、湾
曲時の内蔵物の動きを束縛しない内径となっている。
【００１５】一方、湾曲部２１は、例えば湾曲部２１の
最後端に配置された最後端湾曲駒３１、この最後端湾曲
駒３１に隣接して配置された湾曲駒３２、この湾曲駒３
２に隣接して配置された湾曲駒３３、…を、前後に隣接
する湾曲駒同志をそれぞれリベット３４で回動自在に、
かつ直列に（湾曲部２１の長手方向に）連結している。
【００１６】例えば、最後端湾曲駒３１はその前端がＲ
ＩＧＨＴ、ＬＥＦＴ（右、左）の２箇所で湾曲駒３２の
後端とリベット３４で回動自在に連結され、またこの湾
曲駒３２はその前端がＵＰ、ＤＯＷＮ（上、下）の２箇
所で湾曲駒３３の後端とリベット３４で回動自在に連結
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されている。湾曲駒３２には、前記ワイヤ２９をガイド
するための円環形状のワイヤガイド３５がＵＰ、ＤＯＷ
Ｎ側に例えばろう付けなどで固着されている。同様に湾
曲駒３３は、ＲＩＧＨＴ、ＬＥＦＴ側にワイヤガイドが
固着している。ここで、湾曲駒３２と、湾曲駒３３は、
９０°回転させると同形状になるようになっている。
【００１７】これらの湾曲駒群の外周は、金属からなる
網目状のブレード３６で被覆されている。また、最後端
湾曲駒３１は、前記接続口金２８と嵌合する後端側の部
分を大径にした大径部３１ａとしている。ここでブレー
ド３６は、大径部３１ａの外周面に例えば半田で固着さ
れている。完全に大径部３１ａで半田されることが望ま
しいが、半田の流れ込みにより大径部３１ａの前側の小
径の小径部３１ｂにかかって良い。
【００１８】このようにすることで、最後端湾曲駒３１
と、この最後端湾曲駒３１の前に隣接する湾曲駒３２を
連結しているリベット３４からブレード３６の固定部ま
での間で、湾曲時に発生するブレード３６のシワを吸収
することができるようになっている。ここで小径部３１
ｂは、その前後方向の長さが十分短く（つまり十分短
尺）に形成されている。
【００１９】前記最後端湾曲駒３１の大径部３１ａ上で
ブレード３６を半田で固着するため、半田の厚み分だけ
外径が太くなる。ここで、最後端湾曲駒３１の肉厚をｔ
ｂ、湾曲駒３２の肉厚をｔａ とすると、肉厚ｔａは、
所望する強度を有する肉厚である。本実施の形態ではｔ
ａ＞ｔｂとなるように最後端湾曲駒３１の肉厚ｔｂを他
の湾曲駒の肉厚ｔａより薄く設定して、湾曲部２１の最
後端湾曲駒３１と可撓管部２２との接続に用いる接続口
金２８との接続部が太くなるのを解消している。つま
り、ｔａ－ｔｂ＝ｔｃとすると、２×ｔｃ分だけ接続部
の外径を細径化することができる。
【００２０】前記湾曲駒群の外周のブレード３６の更に
外周には湾曲ゴム３７が被覆されている。湾曲ゴム３７
の一端側は、上から糸３８を樹脂層２６にまたがって、
巻きつけ、例えばエポキシ系の樹脂剤３９でより強固に
接着固定されている。湾曲ゴム３７は、例えば、シリコ
ンゴム、フッ素系のゴムなどでも良い。
【００２１】本実施の形態は、湾曲部２１と可撓管部２
２の接続部について説明したが先端部２０の後端と湾曲
部２１の前端の接続部についても同様である。また、本
実施の形態では、４方向の湾曲部について説明したが、
２方向のものにも適用できるい。
【００２２】本実施の形態における作用及び効果は以下
のようになる。このような構成にして、湾曲部２１と可
撓管部２２を接続すれば、湾曲部２１と可撓管部２２の
内径を変えることなく、湾曲部２１と可撓管部２２との
接続部の外径を小さくすることができるため、このよう
な構造にしない場合に比べて接続部の最大径を小さくす
ることができる。また、接続部の最大径を小さくするこ
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とによりこの部分が半径外側に突出することを解消で
き、外表面の凸凹も少なくすることができることにな
る。
【００２３】具体的には、最後端湾曲駒３１を薄肉にし
ているので、図２に示すように接続口金２８との嵌合し
て固定する部分の外径がその後に隣接する部分より突出
することを解消でき、最大径を小さくできる（このよう
に最後端湾曲駒３１を薄肉にしないと、嵌合して固定す
る部分がその後に隣接する部分よりさらに突出する最大
径となり、かつ外表面に凹凸ができる）。
【００２４】最後端湾曲駒３１以外の湾曲駒は十分な強
度を有する肉厚ｔａ であり、最後端湾曲駒３１は肉厚
を薄くしているが、可撓管部２２の接続口金２８と嵌合
させて固定しているので、強度が不足することを解消で
き、変形などに対して十分な強度を確保できる。なお、
小径部３１ｂは薄肉になるが、この部分を十分に短尺に
形成しているため、強度不足を補うことができる。
【００２５】次に本発明の第２の実施の形態を説明す
る。本実施の形態の内視鏡はその湾曲部２１の後端と可
撓管部２２の接続部の構造は図２と同様の構造であり、
さらにこの湾曲部２１では図３等に示すように湾曲駒の
連結部を平面状にしたものであり、その他は第１の実施
の形態と同様の構成である。
【００２６】図３のＡーＡ線断面を示す図４のように、
湾曲部２１内には送気送水チャンネル５１、処置具挿通
チャンネル５２、ユニバーサルコード１３内で１本から
２本に分岐するライトガイドファイバ５３、撮像部５４
及び撮像部５４に連設される像伝送ケーブル５５が配置
されている。
【００２７】また、図３に示すように湾曲部２１は略円
環形状の湾曲駒５８、湾曲駒５９、湾曲駒６０、湾曲駒
６１、湾曲駒６２が先端側から略直列に配置され、隣接
する湾曲駒同志の連結部がそれぞれリベット３４によっ
て回動自在に連結されている。
【００２８】つまり、各湾曲駒の連結部には、一体の平
面状連結部５６が平行に設けられており、連設する各湾
曲駒の一対の平面状連結部５６を重合してリベット３４
にて回動自在に枢支している。前記平面状連結部５６は
前後の湾曲駒が互いに重合し回動できるように相手の平
面状連結部５６と干渉せずに回動できるだけの面積を持
った平面部が設けられている。
【００２９】また、各湾曲駒の外周を、ブレード３６が
被覆している。先端から第１番目の湾曲駒５８にリベッ
ト３４を用いて枢支された第２番目の湾曲駒５９の一対
の平面状連結部５９Ａ、平面状連結部５９Ｂは、この湾
曲駒５９の内径中心に対して非対称に設けてある。
【００３０】図４に示すようにこの湾曲駒５９の平面状
連結部５９Ａは撮像部５４、像伝送ケーブル５５とワイ
ヤ２９との干渉を避けるために内径中心よりＬａの距離
に設けてあり、内蔵物との干渉のない平面状連結部５９
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Ｂは内径中心よりＬｂ（Ｌａ＞Ｌｂ）の距離に非対称か
つ水平方向に設けてある。
【００３１】また、この湾曲駒５９の前端には、湾曲駒
５８の後端の平面状連結部５６と回動自在に連結するた
めに、水平方向側に形成した１対の平面状連結部５６を
有しそれぞれリベット３４で回動自在に連結され、対向
する１対のリベット３４を結ぶ水平軸の回りで回動自在
に連結している。
【００３２】また、この湾曲駒５９の後端に形成した１
対の平面状連結部５６を、湾曲駒６０の前端の１対の平
面状連結部５６とをそれぞれリベット３４で回動自在に
連結し、この湾曲駒６０の後端の１対の平面状連結部５
６を湾曲駒６１の前端の１対の平面状連結部５６とをそ
れぞれリベット３４で回動自在に連結することにより湾
曲部２１の回動軸を水平方向から垂直方向に変換してい
る。
【００３３】湾曲駒６０の後端は、この湾曲駒６０を９
０度回転した湾曲駒６１が垂直軸の回りで回動自在に連
結される。つまり湾曲駒６０と湾曲駒６１は同じもので
ある。
【００３４】さらに湾曲駒６１の後端には平面状連結部
５６が先端側と後端側で回動軸が同一に形成された湾曲
駒６２が回動自在に連設されており、この湾曲駒６２の
後端には、再び前記湾曲駒６０と同じものが連設され
る。
【００３５】湾曲部２１は上述した湾曲駒６０、６１、
６２で構成される湾曲駒群を数セット、湾曲部２１の長
手方向に連結させることで、所望の湾曲部長、湾曲角度
を得ることができるようになっている。
【００３６】湾曲駒５９の先端側は湾曲駒５８の外径と
略同一の太径部６３となっており、後端側は湾曲駒５８
の外形より細く、湾曲駒６０の外径と略同一の細径部６
４となっている。太径部６３から細径部６４へは、連続
した曲面を有する段差部６５よりなる。前記段差部６５
はなめらかな傾斜部としても良い。本実施の形態の湾曲
部２１は湾曲駒５８の内周面に４本のワイヤ２９の先端
部が、例えばろう付けなどで固定されている。
【００３７】このワイヤ２９は湾曲部２１内に設けられ
たワイヤガイド３５を挿通し挿入部１１内のガイドパイ
プ３０を経て操作部１２に設けられた図示しない湾曲操
作機構に接続されるようになっている。操作部１２の図
示しない操作ノブを回動させることにより、上記ワイヤ
２９を牽引、弛緩させ上記湾曲部２１をフレキシブルに
湾曲するように各湾曲駒が構成されている。
【００３８】本実施の形態では、湾曲駒５９の平面状連
結部５６つまり平面状連結部５９Ａ、平面状連結部５９
Ｂを水平方向に設けたが、内蔵物の配置により垂直方向
に設けても良い。また、非対称な平面状連結部５６を設
けた湾曲駒は、第２番目の湾曲駒５９に限定するもので
はなく、湾曲部２１のどの湾曲駒で行うことも可能であ
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7
り、全ての湾曲駒で行っても良い。
【００３９】また、湾曲駒５８と湾曲駒５９を連結する
平面状連結部５６は、図５に示すように湾曲駒５８の平
面状連結部５８ａと湾曲駒５９の平面状連結５９ｃをリ
ベット３４を用いて非対称に重合しても良い。平面状連
結部５８ａの片側を平面状連結部５９ｃの外側に設け、
もう一方を内側に設ける。また、重合する組み合わせが
内側と外側とで逆でも良い。
【００４０】また、湾曲部２１は図６に示すように構成
しても良い。湾曲部２１内の湾曲駒５８の長手方向中心
線６６に対して、操作部１２側の湾曲部２１内の湾曲駒
５９の長手方向中心線６７は内蔵物の撮像部５４やワイ
ヤ２９と干渉しないように距離ｄだけ水平方向に偏心し
ている。
【００４１】なお、本実施の形態では先端側から１番目
と２番目の湾曲駒において長手方向中心を偏心させてい
るが、湾曲部２１の全ての湾曲駒で偏心させることも可
能であり、湾曲部２１内において数回偏心させても良
い。本実施の形態では、水平方向に偏心させているが、
これに限るものではなく、どの方向に偏心させても良
い。
【００４２】更に、湾曲部２１の先端側に連設する先端
部２０は図７に示すように、先端部を構成する硬質の先
端構成部７０に設けた送気送水チャンネル用孔７１、処
置具挿通チャンネル用孔７２、相対似する２個のライト
ガイドファイバ用孔７３、撮像部用孔７４に、それぞれ
送気送水チャンネルパイプ７５、処置具挿通チャンネル
パイプ７６、撮像部５４を嵌挿し、例えばエポキシ系の
接着剤により固着することにより構成されている。
【００４３】ライトガイドファイバ５３はライトガイド
パイプ８０に挿入されており、このライトガイドファイ
バ５３は１点鎖線で示すようにライトガイドパイプ８０
の中心方向に、その固定力が作用するように指向した固
定用部材７８で固定されている。
【００４４】より具体的には、ライトガイドファイバ５
３はライトガイドパイプ８０の中心方向に、かつその延
長線上から撮像用孔７４を避け、かつ先端構成部７０の
厚肉部に設けられたネジ部を有する固定用孔７７にネジ
部を有する固定用部材７８で締着することにより固定し
ている。先端構成部７０には、ライトガイドファイバ用
孔７３の前方に図示しない照明レンズを設けている。な
お、７９は先端部２０及び湾曲部２１の外皮を形成する
被覆チューブである。
【００４５】本実施の形態では、内蔵物を固定するのに
エポキシ系の接着剤を用いたが、シリコン系の接着剤を
用いても良い。また、本実施の形態では固定用孔７７と
固定用部材７８にネジ部を設けたが、設けずに貫通孔と
ピンを用いても良い。また、固定用部材７８はビスでも
良い。
【００４６】以下に本実施の形態の電子内視鏡２の洗滌
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具及び洗滌方法について説明する。図８は、電子内視鏡
２の鉗子口５１６（図１０参照）を洗滌するときに使用
する吸引洗滌アダプタ４５７を示す。この吸引洗滌アダ
プタ４５７は、電子内視鏡２の鉗子口５１６に取り付け
られる取付ゴム部４５６ａ、この取付ゴム部４５６ａと
チューブ体４５６をつなぐ口金４５６ｂ、チューブ体４
５６のもう一端に設けられた錘４５８から構成される。
【００４７】また、チューブ体４５６と、錘４５８、口
金４５６ｂとの接続部には保護チューブ４５６ｃを設け
ている。この保護チューブ４５６ｃはシリコンゴム、熱
可塑性エラストマなどの弾性体によって構成される。
【００４８】また、保護チューブ４５６ｃは、チューブ
体４５６と口金４５６ｂが接続される部分の全長にわた
って設けられている。また、チューブ本体４５６は、シ
リコン、塩化ビニルなどの弾性チューブによって構成さ
れる。さらに、錘４５８は、ＳＵＳ（ステンレススチー
ル）などの金属によって構成されている。口金４５６ｂ
は、ＳＵＳなどの金属または、ＰＳＵ、ＰＥＥＫなどの
硬質樹脂により構成される。保護チューブ４５６ｃは、
ＴＦＥ、ＰＴＦＥ、ＦＥＰなどの樹脂からなる。また、
錘４５８の底面４５９には溝部４５８ｂが設けられてい
る。
【００４９】この溝部４５８ｂは図９（Ａ）に示すよう
に、底部に１ヶ所直線状の切り欠きとして設けられてい
る。また、図９（Ｂ）に示すように、十字形の切り欠き
で形成されたものでも良い。
【００５０】この溝部４５８ｂは、錘４５８に設けられ
た貫通穴である穴部４５８ｃと連通している。このよう
な吸引洗滌アダプタ４５７は、内視鏡検査後に、ベッド
サイドにおいて、電子内視鏡２を洗滌するときに使用さ
れる。また、錘４５８と、チューブ４５６の接続部に
は、その外側に接続部全長にわたって保護チューブ４５
６ｃが設けられている。
【００５１】次に、吸引洗滌アダプタ４５７の取付ゴム
部４５６ａを鉗子口５１６に装着し、吸引器の吸引用チ
ューブを、コネクタ１４の吸引口金６１１に接続し、電
子内視鏡２の管路内の洗滌を行なう方法を説明する。
【００５２】図１０に示すように吸引洗滌アダプタ４５
７を構成するチューブ体４５６の一端部に設けられてい
る取付ゴム部４５６ａを鉗子口５１６に装着すると共
に、錘４５８を配設したチューブ本体４５６の他端部
と、少なくとも挿入部１１の先端部２０の吸引口８４を
バット４３４内に溜めた洗滌液やリンス用清浄水中に浸
漬する。
【００５３】一方、前記コネクタ１４の吸引口金６１１
に吸引器４５５の吸引用チューブ４５５ａを接続する。
そして、操作部１２に設けた吸引シリンダ５７４の開口
部５７４ａを指４６０で塞ぎ、吸引器４５５のスイッチ
をＯＮ状態にすることにより、吸引ポンプ４７１の吸引
の動作により、矢印で示すように前記バット４３４内の
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洗滌液やリンス用清浄水が鉗子挿通管路５１６ａ内と、
鉗子チャンネル５１６ａ′を経て吸引チャンネル６０７
内とに流入し、さらに吸引用チューブ４５５ａを経て吸
引タンク４７２内に吸引した洗滌液やリンス用清浄水を
貯めるようにすることにより電子内視鏡２の管路内の洗
滌、リンス作業が行なわれる。
【００５４】このとき、図１１に示すよう吸引洗滌アダ
プタ４５７を構成するチューブ４５６の端部に錘４５８
を付けたことにより、錘４５８はバット４３４内に沈む
為、吸引洗滌アダプタ４５７の錘４５８をバット４３４
内の液体中に確実に浸漬することができる。
【００５５】このとき、バット４３４の底部に錘４５８
の底面４５９がバット４３４にくつっいて洗滌液、消毒
液等の液体を吸引洗滌アダプタ４５７内部へ吸入できな
いおそれがあるが、本実施の形態では図１１に示すよう
に錘４５８に溝部４５８ｂを設けているので、錘４５８
の底面４５９が、バット４３４の底部に置かれても、溝
部４５８ｂから、穴部４５８ｃへと確実に液体が流れ
る。なお、図１０に示すコネクタ１４には送気管６１
５、送水管６１４、加圧管６１６が設けてある。
【００５６】次に、電子内視鏡２の洗滌、消毒を洗滌・
消毒槽にて行なう場合の方法を述べる。まずはじめに、
内視鏡洗滌装置６００の詳細構造を述べる。図１２は電
子内視鏡２に内視鏡洗滌装置６００を取付けた模式図を
示し、図１３は内視鏡洗滌装置６００の外観を示す。
【００５７】内視鏡洗滌装置６００には電子内視鏡２の
吸引管路６０７へ洗滌液を送液する時に使用する吸引側
洗滌管路６１７と、送気管路６０８、６０８′、送水管
路６１３、６１３′へ洗滌液を送液する時に使用する送
気送水側洗滌管路６１８が設けられている。吸引側洗滌
管路６１７と送気送水側洗滌管路６１８は内視鏡洗滌装
置６００の流体（具体的には洗滌液）を電子内視鏡２の
吸引管路６０７側及び送気管路６０８、６０８′、送水
管路６１３、６１３′側に送液する機能を有する。本実
施の形態では吸引側洗滌管路６１７と送気送水側洗滌管
路６１８は互いに独立した管路構成になっている。
【００５８】図１４（Ａ）に示すように吸引側洗滌管路
６１７の上流側（図１４（Ａ）では右側）の端部には吸
引側逆止弁６１９が設けられている。この吸引側逆止弁
６１９は略Ｔ字状に２つに分岐し、流体を吸引（或いは
吸入）する吸引側の口金６２２にはテーパ部６７１が設
けられ、他方のシリンジ口金６３２にはシリンジ６７７
（図１２参照）が着脱自在に接続される。また、送液側
（或いは排出側）の口金６２６にもテーパ部６７１が設
けられている。
【００５９】一端が上記口金６２２に接続され、シリン
ジ６７７に洗滌液を吸入させるための吸引側吸引チュー
ブ６２０の他端には、ＰＰ、ＰＡ、ＰＯＭ、ＰＥ、ＰＢ
Ｔ、ＰＰＳ、ＰＳ、ＳＡＮ、ＡＢＳ、ＰＭＭＡ、ＰＣ、
変性ＰＰＯ、ＰＳＵ、ＰＥＥＫなどの硬質樹脂でできた
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吸引部６２５がその口金６２４を介して接続されてい
る。
【００６０】後述するように洗滌槽内に沈められ、洗滌
液を吸引する吸引口６２１が設けられた吸引部６２５
は、特にＰＳＵ、ＰＥＥＫで作ることにより高圧蒸気滅
菌に対する耐性をもたせることができる。吸引部６２５
に設けた口金６２４と吸引側吸引側チューブ６２０の接
続部は、弾性を有する固定チューブ６２３で覆い、固定
している。
【００６１】また、吸引部６２５の内部には、図１４
（Ｂ）および図１５（Ｂ）に示すように、吸引側吸引チ
ューブ６２０へとつながる吸引側吸引口６２１だけでな
く、送気送水側吸引チューブ６４４へと連通する送気送
水側吸入口６３０が設けられている。なお、図１４
（Ｂ）は図１４（Ａ）のＣ方向矢視図、図１５（Ｂ）は
図１５（Ａ）の送気送水側洗滌管路６１８におけるＢ－
Ｂ線断面図である。
【００６２】吸引側吸入口６２１の中には、網状部材５
４１が接着固定されている。また、送気送水側吸入口６
３０の中には、網状部材６４０、錘６３６が設けられ、
これらは、固定部材６４１を吸引部６２５に接着するこ
とで固定されている。この錘６３６の底面側は例えばテ
ーパ部６３９が形成されている。
【００６３】この網状部材５４１を設けたことにより、
後述する送水作業時に吸引側洗滌管路６１７内部に、糸
くず等の異物が吸入されることを防止できる。
【００６４】さらに吸引部６２５の下部には、複数の切
欠９６が設けられている。このため水中で吸引部６２５
が洗滌槽の底に沈んでも切欠９６と前記洗滌槽の底との
間に隙間ができるので確実に洗滌液を吸引できる。
【００６５】また、送気送水側吸引口６３０内に錘６３
６を固定する場合、送気送水側吸引口６３０内壁に突起
９９等を設けて洗滌液等が錘６３６で通路が塞がれるこ
となく、通る隙間６３７を形成している。
【００６６】ここで、吸引側逆止弁６１９の構造を説明
する。この吸引側逆止弁６１９にはルアー口金付きのシ
リンジ６７７（図１２或いは図２６等参照）を接続でき
るシリンジ口金６３２が設けられている。このシリンジ
口金６３２の内面にはシリンジ６７７のルアー口金に対
応して、注射器テーパ面９８が設けられている。
【００６７】また、この吸引側逆止弁６１９の内部には
ステンレスなどの金属、またはＰＰ、ＰＡ、ＰＯＭ、Ｐ
Ｅ、ＰＢＴ、ＰＰＳ、ＰＳ、ＳＡＮ、ＡＢＳ、ＰＭＭ
Ｓ、ＰＣ、変性ＰＰＯ、ＰＳＵ、ＰＥＥＫなどの硬質樹
脂でできたボール弁６３３及びボール弁６３４が設けら
れている。ボール弁６３３、６３４は、特にＰＥＥＫ、
ＰＳＵで作製することにより高圧蒸気滅菌に対する耐性
を持たせることができる。
【００６８】ボール弁６３３の収納部は、口金６２２の
端部側にボール弁６３３の球面と接するテーパ面７１６
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が形成され、このテーパ面７１６にボール弁６３３が接
する状態では吸引側吸引チューブ６２０と連通路７２３
とが連通することを気密及び水密的に遮断する。
【００６９】また、口金６２２と反対側の吸引側逆止弁
６１９側にはテーパ面に複数の突起７１４を設けてボー
ル弁６３３が接する状態でも、突起７１４に隣接する凹
部で隙間７１５を形成し、この隙間７１５により吸引側
吸引チューブ６２０と吸引側逆止弁６１９側とが連通す
る状態を維持する。
【００７０】吸引側逆止弁６１９の送液側には、口金６
２６を介してシリコンゴムなどの柔らかい材質からなる
吸引側送水チューブ６２７が接続されている。吸引側送
水チューブ６２７の内径および肉厚は吸引側吸引チュー
ブ６２０と等しい。口金６２６と吸引側送水チューブ６
２７の一方の端部の接続部には固定チューブ６２３が設
けられている。
【００７１】また、この吸引側送水チューブ６２７の他
方の端部と口金との接続部も固定チューブ６２３で固定
されている。さらに口金６２２と吸引側吸引チューブ６
２０との接続部も固定チューブ６２３で固定されてい
る。吸引側送水チューブ６２７と吸引側吸引チューブ６
２０は吸引側逆止弁６１９の内部で連通路７２３を介し
て連通している。
【００７２】また、ボール弁６３４の収納部も口金６２
６の端部のテーパ面には複数の突起７１８が形成されて
おり、ボール弁６３４が接する状態でも突起７１８に隣
接する凹部で隙間７１９が形成され、この隙間７１９に
より吸引側送水チューブ６２７側と吸引側逆止弁６１９
側とを連通する状態を維持する。また、この口金６２６
の反対側の口金６２２側にはテーパ面７１３が形成され
ており、このテーパ面７１３にボール弁６３４が接する
状態では吸引側送水チューブ６２７側と吸引側逆止弁６
１９側とを気密及び水密的に遮断する。
【００７３】一端が口金６２６に接続された吸引側送水
チューブ６２７の他端には、内部に管路６７０を設けた
チューブ接続部材６２８を介して、吸引側送水チューブ
６２７と同じ材質からなり、その内径が吸引側送水チュ
ーブ６２７よりも大きな吸引側送水チューブ６２９が接
続されている。
【００７４】これは、図１２のコネクタ１４の吸引口金
６１１の外形が吸引側送水チューブ６２７の内径よりも
大きく、吸引側送水チューブ６２７の弾性変形だけでは
吸引口金６１１に吸引側送水チューブ６２７を取り付け
ることができないため、吸引側送水チューブ６２７より
も内径の大きな吸引側送水チューブ６２９がチューブ接
続部材６２８を介して接続するようにしている。このチ
ューブ接続部材６２８の口金と吸引側送水チューブ６２
９の接続部も固定チューブ６２３で固定されている。
【００７５】吸引側送水チューブ６２９は、弾性変形す
ることで、吸引口金６１１に接続される。チューブ接続
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部材６２８の内部管路６７０は内部で内径が変化し、吸
引側送水チューブ６２７と吸引側送水チューブ６２９と
を連通する連通路６３５を形成している。
【００７６】また、チューブ接続部材６２８には、リン
グ６３０を固定するためのリブ６３１が設けられ、この
リング６３０にチェーン６６０、６６１の一端を固定
し、他端には送水管６１４と加圧管６１６を連通するコ
ネクタプラダ６５０やプレート６６２などが接続されて
おり、チューブ以外の物も接続する手段として利用され
る。
【００７７】次に図１５（Ａ）の送気送水側洗滌管路６
１８の断面構造を参照してその構成を説明する。送気送
水側洗滌管路６１８は送気送水側逆止弁６４５と送気送
水側送水チューブ６４３および送気送水側吸入チューブ
６４４との接続方法が吸引側洗滌管路６１７の場合と同
様であるのでこれらの構成の説明は省略する。
【００７８】送気送水側洗滌管路６１８はその送水側に
は、送気送水側送水チューブ６４３が設けられている。
送気送水側送水チューブ６４３の先端には接続口金５０
２を介して送気管ポート５００が接続される。接続口金
５０２はチューブ接続部材６２８と同様の材質で作られ
ている。また、ＳＵＳなどの金属、ＰＥＥＫ、ＰＳＵ等
の樹脂で作ることにより高圧蒸気滅菌の耐性を持たせる
ことができる。また、内部には送気送水側送水チューブ
６４３とつながる接続通路５０４が設けられている。
【００７９】送気管ポート５００の内部には送気管６１
５（図１２参照）の外径よりも小さな内径の連通穴５０
３が設けられている。前記接続通路５０４と連通穴５０
３は連通している。この連通穴５０３は端部にテーパ部
５０５が設けられており、送気管ポート５００を送気管
６１５に取り付ける際に、取付が容易になるよう配慮さ
れてある。
【００８０】送気管ポート５００が送気管６１５に取り
付いた時には送気管ポート５００の弾性変形より、送気
管ポート５００は送気管６１５に対して固定される。ま
た、この弾性変形により、送気管ポート５００と送気管
６１５の間の水密及び気密が保たれる。
【００８１】また、送気管ポート５００に、接続口金５
０２を接続するとき、図１７（Ａ）に示すように、送気
管ポート側には、テーパ部５０７が設けられており、ま
た、接続口金５０２には、テーパ部６７１が設けられて
いるためテーパ部６７１をテーパ部５０７に導入するこ
とで容易に接続できる。
【００８２】本実施の形態においては、テーパ部６７１
の端部の径をＤ2 とし、送気管ポート５００のテーパ部
５０７の端部の径をＤ1 としたとき、Ｄ1 ＞Ｄ2 となっ
ている。そのため、Ｄ2 ＜Ｄ1 の場合よりもテーパ部６
７１をテーパ部５０７へ導入しやすくなっている。
【００８３】また、本実施の形態ではＤ1 ＞Ｄ2 を保ち
ながら、さらに、テーパ部６７１のテーパ角θ2 、テー
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パ部５０７のテーパ角θ1 の間にθ1 ＞θ2 の関係が成
立している。θ1 ＞θ2 としたことによりθ1 ≦θ2 の
場合にくらべてテーパ部６７１をテーパ部５０７へより
導入しやすくしている。
【００８４】さらに径Ｄ1 が一定のときθ1 ＞θ2 とす
ると、θ1 ≦θ2 の場合と比べて連通孔５０３と、軸部
５０６の嵌合長Ｌが図１７（Ｂ）に示すように長くな
り、両者の間の接続強度を大きくできる。
【００８５】なお、送気管ポート５００の側面には図１
３および図１６に示すように着脱時に把持する把持部５
０１が２箇所設けられている。
【００８６】また、送気管ポート５００を、送気管６１
５から外すときは、図１６に示すように面５０８に指を
当接させたのち、把持部５０１を把持して、送気管ポー
ト５００を矢印の方向に引き抜く、このような動作を行
なうことによって、送気管ポート５００は、送気管１５
から、容易に取り外すことができる。
【００８７】また、面５０８を、指５０５が当接できる
ように大きく設けてあるので、取り外しが容易に行なえ
るようになっている。
【００８８】また、送気管ポート５００と、接続口金５
０２の接続強度、および、接続口金５０２と、送気送水
側チューブ４３の接続強度は、送気管ポート５００と送
気管６１５の接続強度よりも十分に大きくなっている。
このため、送気管ポート５００を送気管６１５に取付け
た状態で送気送水側送水チューブ６４３を急激に引っぱ
っても、送気管ポート５００と送気管６１５の接続部が
外れるだけで、送気管ポート５００と接続口金５０２の
接続部、あるいは送気送水側送水チューブ６４３と接続
口金５０２の接続部が外れてしまうことがない。
【００８９】また、図１５（Ａ）及びこの図１５（Ａ）
のＢ－Ｂ線断面を示す図１５（Ｂ）に示すように吸引側
には送気送水側吸引チューブ６４４を介して吸引部６２
５が接続されている。この吸引側６２５は、テーパ面６
７１を設けた口金６７２が送気送水側吸引チューブ６４
４と接続され、その外側は固定チューブ６２３で被覆固
定されている。図１４（Ｂ）、図１５（Ｂ）に示すよう
に、吸入部６２５には、吸引側吸入口６２１と送気送水
側吸入口６３０の２つの吸入口が設けられている。
【００９０】次に図１８ないし図２５を参照して全管路
洗滌アダプタ２０１を説明する。図１８に示す全管路洗
滌アダプタ２０１は電子内視鏡２の操作部１２に着脱可
能な栓手段である。また、送気・送水シリンダ５７３と
吸引シリンダ５７４は、電子内視鏡２の操作部１２の本
体部４０１に形成した開口部に配設され、金属製で略円
筒形の部材で構成される。この吸引シリンダ５７４、前
記送気・送水シリンダ５７３はそれぞれナット２１３、
４０２を螺合させることによりナット２１３、４０２と
座板４０７とで本体部４０１に挟持されている。
【００９１】なお、前記ナット２１３及び４０２と本体
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部４０１との間には水密確保のためそれぞれＯリング４
０４が配設されている。前記ナット４０２のフランジ４
０２ａ下部とナット２１３のフランジ２１３ａの下部に
はそれぞれ直径がφｄ５（図１９参照）の小径部２４
６、２４７が形成されている。また、前記フランジ４０
２ａとフランジ２１３ａの直径をφｄ６に形成してい
る。なお、直径φｄ５とφｄ６との間にはφｄ５＜φｄ
６の関係が成り立っている。
【００９２】前記吸引シリンダ５７４の底部には金属製
のコネクタ側吸引パイプ６０３が半田付けにて固定さ
れ、側周に金属製の吸引パイプ６０４が半田付けにて固
定されている。前記コネクタ側吸引パイプ６０３は、コ
ネクタ側の吸引管路６０７と連通しているので、前記図
１２に示したコネクタ部１４に設けた金属製の吸引口金
６１１に連通している。一方、吸引パイプ６０４は、先
端側の吸引管路６０５を構成して操作部１２の把持部先
端側で前記図１２に示した電子内視鏡２の挿入部１１の
吸引口８４に連通する鉗子挿入管路５１６ａに合流して
いる。
【００９３】前記全管路洗滌アダプタ２０１は、固定部
２１０、送気・送水プラグ２１１、吸引プラグ２１２及
び鉗子口５１６に着脱自在な後述する栓体２１５から構
成されている。
【００９４】図１８及び図１９などに示すように固定部
２１０は、ステンレス等の金属製の平面板２１６と、曲
げ加工した金属板製のハウジング部２１７と、金属製の
ストッパ２１８とからなり、前記平面板２１６には送気
・送水シリンダ５７３及び吸引シリンダ５７４にそれぞ
れ対応する位置に貫通孔２１９、２２０が設けられてい
る。そして、この平面板２１６からハウジング部２１７
が脱落しないようにストッパ２１８を螺合後、接着剤に
て固定している。
【００９５】図１８から図２１などに示すように前記ハ
ウジング部２１７は、全長に渡って幅ｔ１の切り欠き２
２５を形成した上面部２２１と、ハウジング部２１７の
側端面から距離Ｌ２まで幅ｔ２の切り欠き２２６、ハウ
ジング部２１７の側端面から距離Ｌ３まで幅ｔ３の切り
欠き２２８、ハウジング部２１７の側端面から中心位置
までの距離Ｌ１に直径φｄ１の円弧部２２７及び切り欠
き２２６と切り欠き２２８を繋ぐｔ２に等しい直径φｄ
２の円弧部２２９を設けた底面部２２３と、前記上面部
２２１と前記底面部２２３とを繋ぐ２つの側面部２２
２、２２２と底面部２２３とを連結して上面部２２１と
の間に平面板２１６の板厚より若干大きな幅のクリアラ
ンス２３０を形成し、このクリアランス２３０により平
面板２１６に挟持されるようになっている（なお、図２
１では簡単化の為、例えばφｄ１を単にｄ１と略記）。
【００９６】前記送気・送水プラグ２１１は、上方に位
置するＰＳＵ等の硬い樹脂製のボタン２３１と、送気・
送水シリンダ４０２内に挿通され、前記ボタン２３１同
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様ＰＳＵ等の樹脂製のピストン２３２と、金属製のコイ
ルバネ２３８とで構成されている。
【００９７】このコイルバネ２３８は、後述するコイル
バネ３３８よりもバネの力量が大きくなっている。ま
た、送気・送水プラグ２１１を、ボタン２３１とピスト
ン２３２に分けたことで送気・送水プラグ２１１の組立
が容易に行なえるので組立作業性が向上する。
【００９８】前記ボタン２３１の直径は、貫通孔２１９
の直径よりも大径で直径がφｄ８の頭部２３３と、貫通
口２１９より小径で直径がφｄ７の胴部２３４とで構成
されており、前記頭部２３３の上端部には怪我を防止す
るための面取りが施されている共に、機種名等を表示で
きる平面部を設け、胴部２３４には、ネジ部２３６を設
け、ピストン２３２に螺合固定されるようになってい
る。
【００９９】前記ピストン２３２は、貫通孔２１９より
大径の頭部２４８と、フランジ部２３７と、嵌合部２３
９と、棒体部２４０とで構成されている。前記フランジ
部２３７は平面板２１６と底面部２２３との間に設けら
れ、頭部２４８側から大径部２４１、小径部２４２を有
し、大径部２４１と小径部２４２との直径φｄ３、直径
φｄ４と円弧部２２７の直径φｄ１との間に、ｄ１＜ｄ
３、ｄ１≧ｄ４の関係が成り立っている。
【０１００】つまり、非装着時、小径部２４２が円弧部
２２７に略嵌合して位置決めされるので、大径部２４１
の下面が底面部２２３の上面に当接して送気・送水プラ
グ２１１の脱落を防止するようになっている。
【０１０１】また、平面板２１６とフランジ部２３７と
の間に介在するコイルバネ２３８は、フランジ部２３７
を底面部２２３の方向に押圧している。このため非装着
時ではフランジ部２３７を底面部２２３の方向に押圧
し、装着時にはフランジ部２３７かをナット４０２の上
端面に押圧する。
【０１０２】ピストン２３２の下部に設けられた嵌合部
２３９は、フランジ部２３７の下部に設けられ、図２２
に示すように装着時には送気・送水シリンダ５７３に略
嵌合している。このとき、送気・送水シリンダ５７３の
内周と嵌合面外周との間には０．０５ｍｍ以下の隙間７
０４が設けられるようになっている（図２２は図１８に
示したＦ部の拡大図である）。
【０１０３】また、嵌合部２３９と棒体部２４０の径変
化部にはピストン２３２の送気・送水シリンダ５７３へ
の挿入を容易にするために上部側から鋭角のテーパ部２
４９と、このテーパ部２４９より角度の大きいテーパ部
２５０とを形成している。
【０１０４】棒体部２４０は、嵌合部２３９の下部に設
けられ、装着時、送気・送水シリンダ５７３の内周と棒
体部２４０の外周との隙間６００が０．４ｍｍないし１
ｍｍになるように構成されている。また、図１８に示す
ようにこの棒体部２４０には装着時に前記送気・送水シ
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リンダ５７３の先端側送気管路６０８′の開口部近傍に
位置する連通横孔２４３と、この連通横孔２４３と棒体
部下端とを連通する連通縦孔２４４とが形成されてい
る。
【０１０５】図１９に示すように前記吸引プラグ２１２
は、前述の送気・送水プラグ２１１と同じくＰＳＵ等の
硬い樹脂製のボタン２５１と、このボタン２５１同様に
ＰＳＵ等の樹脂製のピストン２５２と、送気・送水プラ
グ２１１と同じく金属製のコイルバネ３３８とで構成さ
れている。
【０１０６】前記ボタン２５１の外形は、貫通孔２２０
の外形よりも大径で直径がφｄ８の頭部２５３と、小径
で直径がφｄ７の胴部２５４とで形成されている。ボタ
ン２５１と、ピストン２５２を別体にしたことで組立が
容易に行なえるというメリットがある。胴部２５４に設
けたネジ部２５６にピストン２５２を螺合固定してい
る。
【０１０７】このボタン２５１には、前述のボタン２３
１に設けられた機種名等を表示する表示部２３５は設け
られていない。しかし、表示部２３５を設けてあっても
かまわない。このピストン２５２は、貫通孔２２０より
大径な頭部２５７と、フランジ部２５８と、嵌合部２５
９とで形成され、前記平面板２１６とフランジ部２５８
との間にコイルバネ３３８を介在させている。このコイ
ルバネ３３８は、フランジ部２５８を底面部２２３の方
向に押圧し、非装着時、フランジ部２５８を底面部２２
３に押圧して頭部２５３が平面板２１６に押圧されるこ
とで吸引プラグ２１２の脱落を防止している。一方、装
着時にはフランジ部２５８をナット２１３の上端面に押
圧する。
【０１０８】嵌合部２５９は、ボタン２５１の下部に設
けられ、前記図２２に示したのと同様、装着時には吸引
シリンダ５７４に略嵌合し、吸引シリンダ５７４の内周
面と嵌合面外周との間に０．０５ｍｍ以下の隙間７０５
（図２５参照）が設けられるようになっている。この嵌
合部２５９の下端にはピストン２５２を吸引シリンダ５
７４に挿入し易くするためのテーパ部２６０が設けられ
ている。
【０１０９】前記フランジ部２５８の下面には少なくと
も１つの切り欠き３１８を設けてある。また、図２３
（Ａ）および（Ｂ）に示したように、切り欠き３１８の
付け根部分には、球形の空間である球形部３１９が設け
られている。
【０１１０】また、図２３（Ａ）に示すようにフランジ
部２５８の隅部はテーパ状に切り欠かれて面取りされた
面取り部３２３が形成されている。なお、図２３（Ａ）
はフランジ部２５８付近を拡大して示し、図２３（Ｂ）
は図２３（Ａ）の下側からみた底面図を示す。
【０１１１】球形部３１９は、球形に限らず、例えば図
２４（Ａ）に示すように、円柱形の円柱部３２０であっ
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たり、図２４（Ｂ）に示すように半球部３２１であって
もかまわない。これは、後述する送水作業時に、送水さ
れた水が、横方向にとび出すことを防止するために設け
てある。
【０１１２】図２０（Ａ）及びこの図２０（Ａ）のＥ－
Ｅ線断面を示す図２０（Ｂ）に示した栓体２１５は平面
板２１６にチェーン２６３を介して接続され、この栓体
２１５は電子内視鏡２の操作部１２の鉗子口５１６に装
着されて使用される。図２０（Ａ）に示すように、外表
面には機種名等が表示できる表示部２６２が設けられて
いる。
【０１１３】また、図２０（Ｂ）に示すように内部には
小さな円形の孔であるリーク孔２６１が設けられてい
る。リーク孔２６１からわずかに液体が漏れでることに
よって鉗子口５１６内に液体が充満されるようになって
いる。また、リーク孔２６１から出た液体は、開口部２
６４を通って外部へと排出される。このとき、リーク孔
２６１と開口部２６４は、開口位置がずれており、流体
がリーク孔２６１から飛び出した時、防御壁６０１に当
たり、勢いよく液体がとび出すのを防止している。
【０１１４】ここで全管路洗滌アダプタ２０１の内視鏡
装着時の装着方法を説明する。まず、送気・送水プラグ
２１１と吸引プラグ２１２とをそれぞれ送気・送水シリ
ンダ５７３と吸引シリンダ５７４に挿入する。そして、
固定部２１０を送気・送水プラグ２１１と吸引プラグ２
１２との軸方向に押し込みながら送気・送水シリンダ５
７３から吸引シリンダ５７４の方向に移動させていく。
このとき、切り欠き２２６と小径部２４６、２４７とフ
ランジ４０２ａ、２１３ａとの寸法の間にｄ６＞ｔ２≧
ｄ５の関係が成り立つ一方、頭部２３３、胴部２３４及
び切り欠き２２６の寸法の間には
ｄ８＞ｔ１＞ｄ７
の関係が成り立つので、底面部２２３がナット４０２と
吸引プラグ２１２との間の小径部２４６、２４７を移動
する。
【０１１５】また、前記ｄ２とｔ２との間には
ｄ２＝ｔ２
の関係があるので、底面部２２３は、円弧部２２９が小
径部２４６に当接した位置で位置決め固定される。さら
に、ハウジング部２１７の非装着時から装着時までの移
動距離はＬ４であり、この移動距離Ｌ４は距離Ｌ２から
距離Ｌ１を減らした値に等しい。なお、距離Ｌ２の値
は、距離Ｌ４だけ移動したとき、頭部２４８が切り欠き
２２８の端部に干渉しない値に設定されている。
【０１１６】次に本実施の形態の作用を説明る。次に図
１２を用いてこの内視鏡洗滌装置６００および全管路洗
滌アダプタ２０１を電子内視鏡２に接続した状態および
使用方法を説明する。
【０１１７】まずはじめに電子内視鏡２の吸引口金６１
１に吸引側送水チューブ６２９を接続する。さらに、送
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気送水側チューブ６４３の端部に設けられた送気管ポー
ト５００を送気管６１５に接続する。また、コネクタプ
ラグ６５０を送水管６１４と加圧管６１６に取り付け
る。さらに、送気送水シリンダ５７３及び吸引シリンダ
５７４に全管路洗滌アダプタ２０１を取り付けて各シリ
ンダ５７３、５７４の開口部をほぼ塞ぎ、小さい隙間７
０４、７０５にする。また、鉗子口金５１６には栓体２
１５を取り付ける。このような状態にした後、シリンジ
口金６３２にルアー口金付きのシリンジ６７７を接続す
る。ここで、実際に管路内部に洗滌液を送液する場合の
送液方法を図２６および図２７を用いて説明する。な
お、図２６（Ｂ），（Ｃ）は図２６（Ａ）のＧ－Ｇ線及
びＨ－Ｈ線断面を示す。管路内に洗滌液を送液する場
合、吸入部６２５は、洗滌液の中に沈められている。シ
リンジ６７７のピストン７１１を符号７０２で示す矢印
方向に引く事で、シリンジ内部７１２に負圧が発生す
る。このときシリンジ内部７１２と連通状態の吸引側逆
止弁６１９内部の連通路７２３内部も負圧の状態にな
る。すると、ボール弁６３３およびボール弁６３４はシ
リンジ内部７１２側へ移動する。このとき、ボール弁６
３４はテーパ面７１３に当接し、連通路７２３と吸引側
送水チューブ６２７の間は管路が遮断される。
【０１１８】一方、ボール弁６３３は突起７１４に当接
するものの、ボール弁６３３と突起７１４の間には隙間
部７１５がある。また、ボール弁６３３はテーパ面７１
６との間に隙間７１７をもつ。このためシリンジ内部７
１２と吸引側吸引チューブ６２０の間は連通路７２３を
介して連通状態になる。
【０１１９】このため、シリンジ内部７１２で発生し
た、負圧により吸入部６２５の吸入口６２１から、吸引
側吸入チューブ６２０および吸引側逆止弁６１９をへて
シリンジ内部７１２に矢印８２で示すように洗滌液が吸
入される。
【０１２０】次に図２７が示すようにピストン７１１を
符号７０３で示す矢印の方向に押し込むことでシリンジ
内部７１２が加圧される。この圧力によってボール弁６
３３はテーパ面７１６に押し付けられる。これにより吸
引側吸入チューブ６２０と連通路７２３の間は管路が遮
断される。
【０１２１】一方、ボール弁６３４は突起７１８に当接
する。このときボール弁６３４と突起７１８の間には隙
間７１９がある。また、ボール弁６３４とテーパ面７１
３の間には隙間７２０ができている。
【０１２２】このような状態になると、シリンジ内部７
１２の洗滌液は符号５８２で示すようにシリンジ内部７
１２から連通路７２３および隙間７２０、隙間７１９を
経て吸引側送水チューブ６２７へと送り込まれる。さら
に洗滌液はチューブ接続部材６２８、吸引側送水チュー
ブ６２９を経て、図１２に示す吸引口金６１１へと到達
する。
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【０１２３】さらに吸引口金６１１から吸引管路６０７
を経由して、吸引シリンダ５７４と、ピストン２５２の
間の隙間７０５、鉗子口金５１６に取り付けられた栓体
２１５のリーク孔２６１、挿入部３の先端に設けられた
吸引口８４の３箇所から電子内視鏡２の外部へと排出さ
れる。
【０１２４】このとき、図２５に示すように隙間７０５
から排出された洗滌液は吸引シリンダ５７４上部の開口
部とテーパ部２６０との隙間７０５を通り上方向へ流れ
出てくる。
【０１２５】ここで、球形部３１９が設けてあるため、
上方向へ流れ出た洗滌液は、球形部３１９の壁面にそっ
て流れるため、この図２５に示すように、流れの方向が
下向きになる。そして、この下向きのまま、切り欠き３
１８の外へと排出される。切り欠き３１８の外へと出て
洗滌液は本体部４０１の上面４０１ａに当たるため、洗
滌液が直接、横方向にとび出すことが防止できる。
【０１２６】また、図２４（Ａ）（Ｂ）に示すように、
球形部３１９のかわりに、円柱部３２０、半球部３２１
を設けたときにも同様の効果が得られる。
【０１２７】また、コイルバネ３３８により、ピストン
２５２は、下側に付勢されているため、洗滌液の水圧に
より、ピストン２５２が上方向へ浮くことがない。この
操作を数回にわたって繰り返すことで吸引管路６０７の
内部にまんべんなく洗滌液を送り込むことができ、十分
に洗滌することができる。
【０１２８】これら一連の洗滌液の吸引および排出の動
作は送気送水側洗滌管路６１８においても同様である。
シリンジ内部７１２で発生した負圧は、図２６の括弧で
示す送気送水側吸引チューブ６４４を経て、吸入部６２
５へと伝わる。
【０１２９】すると吸入部６２５の網状部材６４０の網
目、隙間６３８を通って送気送水側吸入チューブ６４４
の内部に洗滌液８２が吸入される。隙間６３７があるた
め、錘６３６は常に洗滌液８２にさらされ、汚れが錘６
３６のまわりにたまることがない。さらに、送気送水側
逆止弁６４５を通って、シリンジ内部７１２に吸引され
る。
【０１３０】次にピストン７１１を押し込むと、図２７
の括弧で示す送気送水側送水チューブ６４３及び図１２
に示す送気管ポート５００を通って送気管６１５へ矢印
５８２で示す洗滌液が送液される。送気管６１５に入っ
た洗滌液５８２は、分岐部８５で送気管路６０８と加圧
管６１６へと分岐する。加圧管６１６と送水管６１４は
コネクタプラグ６５０によって連通されているため、送
水管路６１３にも洗滌液が送水される。
【０１３１】送気管路６０８、送水管路６１３を通った
洗滌液は、送気送水シリンダ５７３と棒体部２４０の間
の隙間７０４及び挿入部１１内部の送気管路６０８′、
送水管路６１３′をへて先端ノズル１８９の２箇所から
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排出される。
【０１３２】この場合、隙間７０４を通って排出された
洗滌液は図２２に示すように、横方向へとび出すが、側
面部２２２へ当たるので、外側に飛び出すことはない。
また、コイルバネ２３８が、ピストン２３２を下方向に
付勢しているため、洗滌液の水圧によって、ピストン２
３２が上方向にとび出すことはない。
【０１３３】吸引管路６０７へ送水するときと、送気管
路６０８、６０８′、送水管路６１３、６１３′へ送水
するときを比べると、吸引管路６０７のほうが、管路抵
抗が小さい。このため、送水時の圧力は、吸引側管路６
０７の送水時のほうが小さくなる。コイルバネ２３８
と、コイルバネ３３８は、同じバネ定数でもよいが、バ
ネ定数は小さいほうが組立性が良い。
【０１３４】したがって、本実施の形態においては、送
水時の圧力が小さい吸引管路６０７側に取り付けられる
吸引プラグ２１２を付勢するコイルバネ３３８のバネ定
数を、コイルバネ２３８のバネ定数より小さくした。こ
れにより、組立性が向上している。
【０１３５】以上の動作を繰り返すことで内視鏡の送気
管路６０８、６０８′、送水管路６１３、６１３′の内
部を十分に洗滌することができる。
【０１３６】洗滌作業時に洗滌液の内部にほこり５７５
や糸屑５７６が混入していると、これらが管路内径の小
さい送気管路６０８、６０８′や送水管路６１３、６１
３′内部に詰まるおそれがある。しかし、本実施の形態
では、図２８に示すように、吸引部６２５内に網状部材
５４０および５４１が設けられているので、洗滌槽７３
４内に吸引部６２５を入れ、洗滌液を吸入する際に、ほ
こり５７５や糸屑５７６などは網状部材５４０、５４１
によって濾し取られる。これにより、送気管路６０８、
６０８′や送水管路６１３、６１３′の詰まりを防止で
きる。
【０１３７】ところで、電子内視鏡２の、コネクタ１４
には内視鏡先端に設けられた図示しない固体撮像素子の
信号を外部のビデオプロセッサ４へ出力するための電気
接点が設けられている。この電気接点部に、水の浸入を
防ぐためにコネクタ１４には防水キャップ１９０が着脱
自在に取付けられる。
【０１３８】図２９（Ａ），（Ｂ）に電子内視鏡の洗滌
時に、コネクタ１４に取付けてコネクタ１４の内部の電
気接点へ水が浸入するのを防止する防水キャップ１９０
を示す。また、図３０にコネクタ１４に防水キャップ１
９０を取り付けた状態を示す。
【０１３９】防水キャップ１９０には、コネクタ１４の
内部に空気に送り込んで漏水検知を行なう時に、図示し
ない漏水検知装置の検知口金１９３を取付けるための空
気供給口金１９４が設けられている。空気供給口金１９
４には、検知口金１９３が取り付ける時に、検知口金１
９３のガイド溝１９５をガイドするためのガイドピン１
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９６が設けられている。
【０１４０】図３１に示すように、検知口金１９３を空
気供給口金１９４に取り付けると、空気供給口金１９４
内部の図示しない弁が開いて、空気供給口金１９４を通
じて、コネクタ１４と検知口金１９３が連通状態にな
る。その後、供給チューブ１９７を通して空気を送り込
むと、コネクタ１４の内部を加圧することができる。
【０１４１】コネクタ１４内部が加圧された状態で、水
中にコネクタ１４を浸漬することでコネクタ１４内部の
気密性を検査することができる。
【０１４２】ところで、このガイドピン１９６は、図２
９（Ａ）示すように防水キャップ１９０の中心線１９８
と同じ方向に設けられている。このような方向に設ける
ことによって、ユーザが防水キャップ１９０の着脱を行
なうとき、図中に点線で示すように、ガイドピン１９６
に指を掛けることなく、空気供給口金１９４にのみ指を
掛けて着脱を行なうことができる。
【０１４３】このガイドピン１９６が例えば図３１に示
すように斜め方向を向いていると、点線で示すように取
付時に、ガイドピン１９６に指が当たって、作業のじゃ
まになる。このため、図２９（Ａ）に示した方向にガイ
ドピン１９６を設けたほうが着脱作業時にガイドピン１
９６が指に当たらないので、着脱作業性が良い。
【０１４４】次に本発明の第３の実施の形態における電
子内視鏡２の先端側の構成を図３２ないし図３６を参照
して説明する。図３２は挿入部先端側の縦断面図、図３
３は照明系を含む挿入部先端側の縦断面図、図３４はノ
ズルを含む図３２の部分拡大断面図、図３５は図３４の
Ｉ－Ｉ線断面図、図３６（Ａ）は係止部材の正面図、図
３６（Ｂ）は係止部材の側面図である。
【０１４５】図３２及び図３３に示す挿入部１１の先端
部２０の本体を構成するステンレス等の金属材からなる
先端構成部１０１には、後述する各種の部材、例えば観
察系、照明光伝達系及び送気又は送水の少なくとも一方
がなされる管路等が組み込まれている。また、図３２に
示すように先端構成部１０１はその先端側に突出した先
端構成部付き出し凸部（以下、単に凸部と略記）１１１
を設けている。前記先端構成部１０１の先端面及び先端
側外周面には、例えばポリサルフォン等の電気絶縁性の
熱可塑性樹脂からなるキャップ状に形成された絶縁カバ
ー１０６が被嵌されており、先端構成部１０１との当接
面及び嵌合面は接着され固定されている。
【０１４６】先端構成部１０１の先端側端面には凸部１
１１が設けられているために段差があり、図３３に示す
ように絶縁カバー１０６の先端側端面１０６ａと先端構
成部１０１の先端側端面１０１ａとの間の肉厚はｒ３で
あるが、図３２に示す先端側端面１０６ａと凸部１１１
の先端側端面１１１ａとの間の肉厚ｒ２は上記肉厚ｒ３
より薄くなっている。また、図３２に示すように、絶縁
カバー１０６は後述する対物洗滌ノズル１１９を取り付
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けるためのノズル取付部１１０を設けている。
【０１４７】図３２及び図３３に示すように先端部２０
には湾曲部２１が隣接しており、湾曲部２１はその内側
から例えばステンレスパイプ等の金属材からなる複数の
湾曲駒１０２、１０３を互いにリベット１０４で回転自
在に連結し、その外周に金属細線を編み組して形成され
るブレード１４４を被覆し、さらにその外周に例えばフ
ッ素ゴムやＥＰＴ等の電気絶縁性の合成樹脂からなる外
皮１０５を被覆している。
【０１４８】前記最先端の湾曲駒１０２は先端構成部１
０１に外嵌され、図示しないビスによって先端構成部１
０１に固定されており、前記絶縁カバー１０６の先端側
端面１０６ａから前記リベット１０４の内、最も先端側
のものの中心までの長さである先端硬質部長さはｒ１と
なっている。
【０１４９】また、この湾曲駒１０２はバルジ部１０２
ａを境に手元側部１０２ｂにおいて径が細くなってい
る。前記手元側部１０２ｂ内面には操作ワイヤ取付部１
４５が軸方向に対し、ほぼ上下左右の４ヶ所に設けられ
ており、この操作ワイヤ取付部１４５には操作ワイヤ１
４６の先端側端部がろう付けにより固定されている。
【０１５０】この操作ワイヤ１４６の手元側端部は挿入
部１１内を経て、内視鏡操作部まで通じており、操作部
において操作ワイヤ操作手段に着脱自在に接続されてい
る。そしてこの操作ワイヤ操作手段を操作することで、
操作ワイヤ１４６を通して先端部２０及び湾曲部２１を
上下左右の所望の方向に湾曲させることができるように
している。
【０１５１】前記ブレード１４４の先端部は前記手元側
部１０２ｂ外周に半田付けにより固定されている。ま
た、前記外皮１０５はその先端部１０５ａが絶縁カバー
１０６の手元側端面に突き当てられ、前記先端部１０５
ａ外周を糸巻きにすることにより先端構成部１０１に密
接し、さらに糸巻きの上から例えばエポキシ系の接着剤
により接着され固定されている。
【０１５２】図３３に示すように、絶縁カバー１０６及
び先端構成部１０１には照明伝達系を構成し、照明レン
ズ１３１を内設した照明レンズユニット１２８が配置さ
れており、また、照明レンズユニット１２８の手元側に
は光学繊維束からなるライトガイド１２９の先端部が設
けられている。このライトガイド１２９の先端は先端構
成部１０１を貫通して設けられた照明系取付孔１３０の
後端側から挿入され、図示しないビスにより先端構成部
１０１に固定されている。
【０１５３】また、前記照明レンズユニット１２８は前
記照明系取付孔１３０の先端側から挿入され、例えばエ
ポキシ系の接着剤により先端構成部１０１に固定される
と共に、絶縁カバー１０６に照明系取付孔１３０と対応
する位置に設けられた貫通孔１３２に緩く嵌合してお
り、その隙間１３３には例えばエポキシ系の接着剤が気
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密的に充填されている。ここで照明レンズユニット１２
８の軸方向の位置決めは、照明レンズユニット１２８先
端近傍に設けられた外枠フランジ部１２８ａが先端側端
面１０１ａに突き当たることでなされている。
【０１５４】図３３に示す処置具チャンネルの先端を構
成する処置具挿通パイプ１３４は、先端構成部１０１に
貫通して設けられた処置具挿通パイプ取付孔１３６に嵌
合し、先端構成部１０１手元側端部に半田付けにより固
定されると共に、絶縁カバー１０６に処置具挿通パイプ
取付孔１３６と対応する位置に貫通して設けられたチャ
ンネル孔１３５に緩く嵌合しており、その隙間１３９に
は例えばエポキシ系の接着剤が気密的に充填されてい
る。処置具挿通パイプ１３４の手元側端の外周には、チ
ャンネルチューブ１３７の先端側内面が接着され、さら
にチャンネルチューブ１３７外周の糸巻き部１３８にお
いて糸巻きにより接着面を密着させている。
【０１５５】図３２に示すように、絶縁カバー１０６は
前記ノズル取付部１１０部に挿入部１１の軸方向に貫通
したノズル用貫通孔１１８を設けており、このノズル用
貫通孔１１８には撮像部１０７先端の対物レンズ１０８
外表面を洗滌する対物洗滌ノズル１１９が嵌合してい
る。
【０１５６】この対物洗滌ノズル１１９は係止部材１２
０のノズル係止部１２０ａが対物洗滌ノズル１１９の円
筒側部に形成された係止溝１１９ａと係合することによ
り、絶縁カバー１０６内に係止されている。
【０１５７】ノズル貫通用孔１１８の手元側には対物洗
滌ノズル１１９に送気または送水の少なくとも一方を行
なうための接続パイプ１２２が緩く嵌合しており、その
隙間１２４には例えばエポキシ系の接着剤を気密的に充
填している。また、前記接続パイプ１２２は、先端構成
部１０１にノズル貫通用孔１１８と対応する位置に貫通
して設けられた接続パイプ取付孔１２３に嵌合し、先端
構成部１０１の手元側端部に半田付けにより固定されて
いる。
【０１５８】また、接続パイプ１２２後端部には内視鏡
挿入部内を挿通される流体チューブ１２５の先端側内面
が接着され、さらに接着面を密着させるために、流体チ
ューブ１２５先端部に糸縛り部１２６を設けると共に、
流体チューブ１２５外周に例えばＦＥＰ等の熱収縮チュ
ーブ１２７を密着させている。前記係止部材１２０は絶
縁カバー１０６と同じく、例えばポリサルフォン等の電
気絶縁性の熱可塑性樹脂からなっている。
【０１５９】図３６（Ｂ）に示すように、係止部材１２
０はその先端側にノズル係止部１２０ａが設けられ、側
面から見てＬ字型に形成されており、図３２に示すよう
に、係止部材１２０の外表面の内視鏡長手方向の軸方向
稜線１２０ｂは、組付時に絶縁カバー１０６外表面と滑
らかに一致するよう、滑らかな曲線で形成されている。
  なお、前記軸方向稜線１２０ｂは組付時に絶縁カバー
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１０６外表面と滑らかに一致するようであれば、図３７
に示すように曲線に限らず直線で形成しても良い。
【０１６０】また、図３６（Ａ）に示す係止部材１２０
の外表面の周方向稜線１２０ｃは、図３５に示すように
組付時に絶縁カバー１０６外周と段差が生じ患者の体腔
内を傷つけないように、絶縁カバー１０６の外周と同じ
曲率の円弧状に形成されている。前記ノズル係止部１２
０ａの先端は前記係止溝１１９ａに係合するよう円弧状
に形成されており、また、ノズル係止部１２０ａの根元
部には段部１２０ｄが設けられている。
【０１６１】図３４及び３５に示すように、ノズル取付
部１１０は係止部材取付溝１４０と、この係止部材取付
溝１４０の先端部から前記ノズル貫通用孔１１８に向っ
てほぼ直角に貫通して設けられたノズル係止部取付溝１
４０ａとが設けられており、ノズル係止部取付溝１４０
ａは係止部材取付溝１４０よりも幅が狭いため段部１４
０ｂが形成されている。
【０１６２】前記係止部材１２０は係止部材取付溝１４
０に、またノズル係止部１２０ａはノズル係止部取付溝
１４０ａにそれぞれ嵌合しており、係止部材１２０は係
止部材取付溝１４０との嵌合面及び図３４に示す付き当
て面１０９に、例えばシリコン系の接着剤を塗布し、絶
縁カバー１０６に接着され固定されている。
【０１６３】また、図３５に示すように前記ノズル係止
部１２０ａは、段部１４０ｂと、前記段部１２０ｄが突
き当たることで対物洗滌ノズル１１９に対する位置決め
がなされ、ノズル係止部１２０ａの先端部が係止溝１１
９ａに係合するようになっている。
【０１６４】前記係止部材１２０の抜去は、係止部材１
２０の外表面側から係止部材１２０に針状の治具を突き
刺し、この治具先端部を係止部材１２０に引っかけて絶
縁カバー１０６から引き出すことで行う。
【０１６５】図３２に示すように、先端構成部１０１に
は挿入部１１の軸方向に撮像部１０７が補修交換のため
着脱自在に取付けられており、撮像部１０７先端には対
物レンズ１０８を内設したレンズ枠１１２を有してい
る。
【０１６６】レンズ枠１１２の外周には断面がＶ字形の
外周溝１１３が設けられており、外周溝１１３には例え
ばシリコン系の接着剤１２１が気密的に充填される。さ
らに、レンズ枠１１２はその外周面１１２ａにも接着剤
１２１が塗布されて、前記凸部１１１の位置に先端構成
部１０１を貫通して設けられたレンズ枠取付孔１１４に
嵌合すると共に、絶縁カバー１０６にレンズ枠取付孔１
１４と対応する位置に貫通して設けられた貫通孔１４７
に緩く嵌合しており、その隙間１１７には例えばエポキ
シ系の接着剤が気密的に充填されている。
【０１６７】この後、ビス形状の撮像部固定部材１１５
が凸部１１１の位置で先端構成部１０１外周からレンズ
枠取付孔１１４に向って貫通するよう設けられた、撮像
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部固定部材取付孔１１６内面に設けられたネジに螺合
し、外周溝１１３の２つの斜面の内、先端側に配置され
た斜面に撮像部固定部材１１５の円錐部先端１１５ａが
突き当てられて、先端構成部１０１に撮像部１０７が固
定される。
【０１６８】本実施の形態では最先端の湾曲駒１０２は
他の湾曲駒１０３等の肉厚よりも薄い肉厚に設定して、
薄肉にしない場合よりもその外径を細くし、最大径の部
分を細くなるようにしている。また、この最大径の部分
を半径外側方向に突出しないようにして外表面に凹凸が
できない或いは凹凸を少なくするようにしている。
【０１６９】次に本実施の形態の作用及び効果を説明す
る。本実施の形態によれば、撮像部１０７を固定するた
めの外周溝１１３に接着剤１２１を気密的に充填するこ
とで、レンズ枠１１２とレンズ枠取付孔１１４の間の気
密を保つことができる。
【０１７０】この構成により、前記外周溝１１３とは別
に気密用のパッキンを取付けるための溝をレンズ枠１１
２外周に設ける必要がないため、レンズ枠１１２の軸方
向長さを短くでき、結果的に撮像部１０７の軸方向長さ
を短くすることが出来る。
【０１７１】撮像部１０７の軸方向長さを短くできるた
め、湾曲部２１が撮像部１０７の位置する部位で湾曲
し、全体が硬質の撮像部１０７を無理に曲げて破損する
ことを防ぐために、撮像部１０７手元側端以降に設けい
てたリベット１０４の位置を内視鏡先端側に移動させる
ことができ、これにより先端硬質部長さｒ１を短くする
ことができる。
【０１７２】また、レンズ枠１１２を細径化することに
より、先端部２０の先端径を細径化することができる。
すなわち、本実施の形態によれば、内視鏡の先端径を細
径化し、先端硬質部長さｒ１を短くすることで、患者の
苦痛を低減し良好な挿入性を得ることができると共に、
体腔内の様に狭い空間内においても良好な観察性を得る
ことができる効果がある。
【０１７３】さらに、挿入部１１の最大径となる部分、
より具体的には先端部２０と湾曲部２１との接続部にお
ける最大径となる部分の径を小さくでき、第１の実施の
形態と略同様の効果を有する。
【０１７４】次に第３の実施の形態の変形例を図３７を
参照して説明する。図３７に示すものは、第３の実施の
形態におけるレンズ枠１１２外周の外周溝１１３と、撮
像部固定部材１１５および撮像固定部材取付孔１１６を
変形した構成であり、その他は第３の実施の形態と同様
の構成については、同じ符号を付して説明を省略する。
【０１７５】本変形例では、レンズ枠１１２の外周に矩
形断面の外周溝１４１が設けられており、外周溝１４１
には例えばシリコン系の接着剤１２１が気密的に充填さ
れている。この後、撮像部固定部材１４２が撮像部固定
部材取付孔１４３に先端構成部１０１外周部から挿入さ
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れて嵌合し、撮像部固定部材１４２の先端部が前記外周
溝１４１の底面に突き当てられて、先端構成部１０１に
撮像部１０７が固定される。
【０１７６】なお、前記外周溝１４１の形状は矩形に限
られたものでなく、円弧状であっても酔い。また外周溝
１４１に突き当てられる撮像部固定部材１４２の先端形
状も棒状に限らず、外周溝１４１に係合するよう球状で
あっても良い。
【０１７７】この変形例は以下の作用及び効果を有す
る。本変形例によれば、第３の実施の形態と同じ効果が
得られると共に、撮像部固定部材１４２と撮像部固定部
材取付孔１４３にネジを設けるための加工が必要ないた
め、部品加工が容易で製造原価を少なくすることができ
る。
【０１７８】次に第４の実施の形態の先端部２０を図３
８、図３９に示す。先端構成部７０には、レンズ枠４１
を介して照明レンズ４２が固定されている。このとき、
先端構成部７０とレンズ枠４１、レンズ枠４１と照明レ
ンズ４２は共に接着により、固定されている。前記レン
ズ枠４１の後端側には、ライトガイドパイプ８０が嵌入
されていると共に、側面には、切り欠き部４３が設けら
れている。
【０１７９】この時、レンズ枠４１とライトガイドパイ
プ８０の間にはシリコン系接着剤が塗布されている。さ
らに、ライトガイド固定部４４が外嵌されている。そし
て、ライトガイド固定部４４は先端構成部７０に接着、
半田といった方法で固着されており、前記ライトガイド
パイプ８０は切り欠き部４３を通してライトガイド固定
ビス４５によりライトガイド固定部４４に着脱自在に固
定されている。結果としてライトガイドパイプ８０はラ
イトガイド固定部４４を介して先端構成部７０に固定さ
れる事となる。
【０１８０】この先端構成部７０内には図３８、図３９
に示すように、送気送水チャンネル５１、処置具挿通チ
ャンネル５２、ライトガイドファイバ５３、撮像部５４
及び撮像部５４に連設される像伝送ケーブル５５が配置
されている。この先端構成部７０の外周面に、その先端
側が嵌合する最先端の湾曲駒９１は固定ピン４６で固定
されている。この最先端の湾曲駒９１は図３８に示す下
側の部分、つまり処置具挿通チャンネル５２の外側部分
が切り欠かれている。
【０１８１】この湾曲駒９１の後端はリベット３４によ
り、先端側から２番目の湾曲駒９２により回動自在に連
結され、この湾曲駒９２はさらに先端側から３番目の湾
曲駒（図示略）にリベット３４で回動自在に連結される
という具合に複数の湾曲駒が回動自在かつ直列に連結さ
れて湾曲部２１を構成湾曲駒群が形成される。
【０１８２】前記湾曲駒群の外周のブレード３６の更に
外周には湾曲ゴム３７が被覆されている。湾曲ゴム３７
の先端側は、上から糸３８を巻きつけ、例えばエポキシ
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系の樹脂剤３９でより強固に接着固定されている。湾曲
ゴム３７は、例えば、シリコンゴム、フッ素系のゴムな
どでも良い。先端構成部７０の先端面及び先端側外周面
には絶縁カバー１０６が取付けられている。また、処置
具挿通チャンネルパイプ７６の後端にはチャンネルチュ
ーブ４７の先端が取り付けられ、糸４８お巻き付けて固
定されている。
【０１８３】本実施の形態においても、最先端の湾曲駒
９１の肉厚は、その他の湾曲駒９２等の肉厚より小さく
して先端部２０との接続部の径が大きくなることを解消
或いは防止している。
【０１８４】以上の様に構成された先端部２０は以下の
様に組み立てる。まず、先端構成部７０に対して処置具
挿通チャンネルパイプ７６を接着や半田付けといった方
法で固定し、処置具挿通チャンネルパイプ７６の外周に
チャンネルチューブ４７を接着し、さらに糸４８で固定
する。その後、レンズ枠４１を送気送水チャンネル孔７
１の先端側より嵌入し、接着固定すると共に、前記レン
ズ枠４１の後端部分に、ライトガイド固定部４４を外嵌
し、このライトガイド固定部４４を先端構成部７０の後
端面に、半田、接着等で固定する。この時の接着に用い
る接着剤は、エポキシ系接着剤でも良いし、あるいは、
レンズ枠４１とライトガイドパイプ８０の間に塗布され
ている接着剤と同じシリコン系接着剤でも良い。
【０１８５】本実施の形態は以下の作用及び効果を有す
る。この様に構成した先端部にすれば、処置具挿通チャ
ンネルパイプ７６を半田で固着する際の半田ゴテとライ
トガイド固定部４４との干渉や、チャンネルチューブ４
７の外周に糸を巻く際のライトガイド固定部４４との干
渉が生じる事がないので、先端硬質長が短く、外径の細
い内視鏡先端部が可能となる。
【０１８６】また、先端部２０と湾曲部２１との接続部
が最大径となってしまうことに対し、接続部に用いる最
先端の湾曲駒９１の肉厚を薄くして最大径となる部分の
外径を小さくでき、患者に挿入する際の苦痛を軽減でき
る。
【０１８７】ところで、本実施の形態の撮像部５４は図
４０に示す方法で固定される。撮像部５４の先端に設け
られたレンズ枠４９の外周側には、ネジ部４９ａが設け
られている。撮像部５４は先端構成部７０後端側から、
撮像部用孔５０に挿入され、撮像部用孔５０内に設け
た、ツバ部５０ａとレンズ枠４９の後端側に設けた、ツ
バ部４９ｂが当接する。
【０１８８】そして、前記ネジ部４９ａに、湾曲駒５９
に先端側から先端構成部７０に挿入可能とで、かつ先端
構成部７０に当接するフランジ部５７ａを有するネジ部
材５７を先端側から螺合し、フランジ部５７ａとツバ部
４９ｂで、先端構成部７０をはさみ込んで、レンズ枠４
９を先端構成部７０に固定している。
【０１８９】また、撮像部５４の他の固定方法として以
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下に示す方法（図４１、４２参照）でも良い、撮像部５
４の先端に設けられたレンズ枠６８の外周には溝６８ａ
が設けられ、さらに外周軸方向にも溝６８ｂが設けられ
ている。
【０１９０】一方、固定リング６９は図４２に示す様に
先端構成部７０に当接する当接部６９ａ、幅Ｓが前記溝
６８ｂの幅に、厚みｔが前記溝６８ａの幅に、また高さ
Ｕが、図４１中に示す先端構成部７０の先端面７０ａと
６８ａの後端側の側壁との距離Ｘ（Ｕ＝Ｘ）にそれぞれ
等しい大きさの固定片６９ｂからなる。
【０１９１】また、先端構成部７０にも、幅が溝６８ｂ
の幅よりも大きく（この幅は溝６８ｂの幅より大きく、
周方向に１周ない範囲（３６０°以下）にある。）深さ
が前記距離Ｘよりも大きい溝７０ｂが設けられている。
【０１９２】この様に構成した撮像部５４を、後端側か
ら撮像部用孔５０に挿入し、レンズ枠６８が先端構成部
７０のツバ部７０ｃに突き当たった後、溝６８ｂと溝７
０ｂの位置を合わせ、溝６８ｂ、溝７０ｂ部に固定片６
９ｂを挿入する様に固定リング６９を先端側から挿入す
る。そして当接部６９ａが先端構成部７０に突き当たっ
た所で固定リング６９を回転し、固定片６９ｂの底部６
９ｃを溝６８ａに嵌入し固定してもよい。
【０１９３】なお、上述の説明では内視鏡として固体撮
像素子を先端部に内蔵した電子内視鏡で主に説明した
が、イメージガイドを備えた光学式の内視鏡の場合にも
適用できることは明らかである。
【０１９４】また、上述の説明では薄肉にする湾曲駒は
最先端或いは最後端の湾曲駒で説明したが、他の湾曲駒
に適用しても良い。勿論、最大径となる部分に使用され
る湾曲駒お薄肉にすることが、最も有効効である。
【０１９５】また、例えば第１の実施の形態において、
接続口金２８と嵌合して固定される嵌合部のみを薄肉に
するようにしても良い。このようにすると、小径部３１
ｂを短くしないでも強度を確保できるので、短くするこ
とは必ずしも必要でない。この構成を最先端の湾曲駒に
適用しても良い。
【０１９６】［付記］
１．略円環形状の複数の湾曲駒を互いに直列に、かつ、
回動自在に連結した湾曲部を有する内視鏡において、前
記複数の湾曲の少なくとも１個の肉厚を他の湾曲駒の肉
厚より薄くしたことを特徴とする内視鏡。
２．最先端湾曲駒、あるいは最後端湾曲駒の少なくとも
どちらか一方の肉厚を他の湾曲駒の肉厚より薄くしたこ
とを特徴とする付記１記載の内視鏡。
３．最後端湾曲駒の肉厚を他の湾曲駒の肉厚より薄くす
ると共に、前記最後端湾曲駒に太径部と細径部を設け、
前記太径部の内周に可撓管の接続口金を固定したことを
特徴とする付記１又は２記載の内視鏡。
【０１９７】４．対物レンズと固体撮像素子を有する撮
像部の先端に位置し、単数または複数枚のレンズを内設
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したレンズ枠を、先端構成部に固定してなる内視鏡にお
いて、前記レンズ枠外周に設けた溝と、この溝に係合す
る撮像部固定手段を有すると共に、前記溝に気密手段を
設けたことを特徴とする内視鏡。
５．前記固定手段がビスからなる付記４記載の内視鏡。
６．前記固定手段がピンからなる付記４記載の内視鏡。
７．前記気密手段が弾性接着剤からなる付記４～６記載
の内視鏡。
８．前記弾性接着剤がシリコン樹脂からなる付記７記載
の内視鏡。
【０１９８】（付記４～８に対する従来技術）従来技術
としては、実公平６－４２６４２公報があり、レンズ枠
を先端構成部材にビスで固定すると共に、気密を保つた
めにレンズ枠外周にパッキンを設けていた。
【０１９９】（上記従来技術の問題点）レンズ枠にビス
とパッキンが嵌合するための溝をそれぞれ別に設けてい
たため、レンズ枠の軸方向長さが長くなり、結果的に撮
像部全体の軸方向長さも長くなっていた。撮像部は全体
が硬質であるため、内視鏡湾曲部が撮像部の位置する部
位で湾曲し、撮像部を無理に曲げて破損することを防ぐ
ため、前記先端構成部材に外嵌する第一の湾曲用駒と、
この湾曲用駒に隣接する第二の湾曲用駒とを連結するリ
ベットを、撮像部の手元側端以降の位置に設ける必要が
あった。
【０２００】この構成により、先端絶縁カバー（以下、
絶縁カバーと呼ぶ。）先端側端面から前記リベットの中
心までの長さ（以下、先端硬質部長さと呼ぶ。）が長く
なるという問題点があった。さらに、ビスとパッキンが
嵌合する前記溝をそれぞれ別に設けるため、前記レンズ
枠の肉厚が厚くなり、レンズ枠の径が太くなるために、
内視鏡先端径が太くなるという問題があった。
【０２０１】（付記４～８の効果）前記レンズ枠の軸方
向長さを短くすることで、撮像部の軸方向長さを短くで
き、先端硬質部長さを短くできる。また、レンズ枠の径
を細径化することで、内視鏡先端径を細径化することが
できる。これにより、良好な挿入性と、体腔内の用に狭
い空間内における良好な観察性を得ることができる。
【０２０２】９．先端構成部に、ライトガイドと処置具
挿通用チャンネルパイプを固定してなる先端部を有する
内視鏡において、前記ライトガイドの固定部を前記先端
構成部とは別体に設けた事を特徴とする内視鏡。
１０．前記固定部を前記先端構成部に固着した事を特徴
とする付記９記載の内視鏡。
１１．前記固定部を前記先端構成部の後端面に固着した
事を特徴とする付記１０記載の内視鏡。
【０２０３】１２．前記固定部と、前記先端構成部を半
田付けにより固着した付記１０又は１１記載の内視鏡。
１３．前記固定部と前記先端構成部を接着剤により固着
した付記１０又は１１記載の内視鏡。
１４．前記接着剤かエポキシ樹脂系である付記１３記載*
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*の内視鏡。
１５．前記接着剤がシリコン樹脂系である。付記１３記
載の内視鏡。
【０２０４】（付記９～１５に対する従来技術と問題
点）従来の内視鏡においては、体内での観察性（主に胃
内で胃角の正面視のしやすさの向上）を良くする為に、
先端硬質長（先端面から第一リベットまでの距離で図４
３中ｒで示す。）を短くしていた。先端硬質長を短くす
る為に、図４３の如く、先端構成部４０の後端面に段着
を設け、その低い（先端側寄り）の部分に、処置具挿通
チャンネルパイプ７６を接着や半田付けで固着し、その
上にチャンネルチューブ４７を固着し、チャンネルチュ
ーブ４７の外周を糸巻きしていた。
【０２０５】しかしながら、上述の様な構成では、処置
具挿通チャンネルパイプ７６を半田付けで固着する際に
用いる半田ゴテの入る（図４３中点線で示す）スペース
や、糸４８を巻く際の作業スペースを確保する為に処置
具挿通チャンネルパイプ７６とライトガイド固定部４０
ａと間にスペースを設ける必要があった。そして、この
スペースを設ける為に、内視鏡先端部の外径が太くな
り、患者の苦痛が増してしまうといった問題があった。
なお、図４３中における符号は例えば図３８参照。
【０２０６】（付記９～１５の効果）上述した構成にす
る事により先端硬質長が短く観察性が良好な上に、細径
で患者の苦痛の少ない内視鏡が可能となる。
【０２０７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、内
視鏡先端構成部に固定するレンズ枠の軸方向長さを短く
することで、撮像部の軸方向長さを短して先端硬質部長
さを短くでき、また、上記レンズ枠の径を細径化するこ
とで、内視鏡先端部の径を細径化することができ、これ
により、良好な挿入性と、体腔内の狭い空間内における
良好な観察性を得ることができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を備えた電子内視鏡
装置の構成図。
【図２】本発明の第１の実施の形態の電子内視鏡の湾曲
部と可撓管部との接続部の構造を示す断面図。
【図３】本発明の第２の実施の形態の電子内視鏡の湾曲
部の先端側の構造を示す断面図。
【図４】図３のＡ－Ａ線断面図。
【図５】第１の変形例における湾曲駒の連結構造を示す
図。
【図６】第２の変形例の構造を図３のＡ－Ａ線断面に対
応する図で示す断面図。
【図７】先端部の構造を示す断面図。
【図８】吸引洗滌アダプタの構造を示す断面図。
【図９】図８のＡ′矢視から見た溝部の一例及び変形例
を示す図。
【図１０】電子内視鏡２に吸引洗滌アダプタを接続し
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て、吸引器で吸引して洗滌する様子を示す図。
【図１１】図１０において吸引洗滌アダプタの端部がバ
ットの液体内に沈められた場合の溝部の作用を説明する
図。
【図１２】電子内視鏡２に内視鏡洗滌層を取付けた模式
図。
【図１３】内視鏡洗滌装置の外観を示す斜視図。
【図１４】吸引側洗滌管路の内部構造等を示す断面図。
【図１５】送気送水側洗滌管路の内部構造等を示す断面
図。
【図１６】送気管ポートを送気管から取り外す場合の操
作を説明する図。
【図１７】送気管ポートとこれに接続される接続口金と
を接続前及び接続した状態で示す断面図。
【図１８】操作部に装着された全管路洗滌アダプタの構
造を示す断面図。
【図１９】図１８のＤ－Ｄ線断面図。
【図２０】図１８の上方から見た平面図等を示す図。
【図２１】ハウジング部の切り欠き等を示す図。
【図２２】図１８のＦ部の拡大図。
【図２３】吸引プラグを構成するピストンの下端付近の
切り欠きを拡大して示す図。
【図２４】図２３（Ａ）の変形例の構造を示す断面図。
【図２５】吸引シリンダ内を洗滌する作用の説明図。
【図２６】シリンジ内部に洗滌液を吸入する作用の説明
図。
【図２７】シリンジ内部に供給された洗滌液を内視鏡側
に送液する説明図。
【図２８】吸引口金内に設けた網状部材の作用の説明
図。
【図２９】防水キャップを示す正面及び平面図。
【図３０】コネクタの電気接点部を覆うように防水キャ
ップを取り付けた状態を示す図。 *
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*【図３１】中心線方向から傾いた方向にガイドピンを突
設した防水キャップを示す図。
【図３２】本発明の第３の実施の形態における挿入部の
先端側の構造を示す縦断面図。
【図３３】挿入部の先端側の照明系を含む縦断面図。
【図３４】図３２のノズル付近の拡大断面図。
【図３５】図３４のＩ－Ｉ線断面図。
【図３６】係止部材の正面及び側面図。
【図３７】第３の実施の形態の変形例における挿入部の
先端側の構造を示す縦断面図。
【図３８】本発明の第４の実施の形態における挿入部の
先端側の構造を示す縦断面図。
【図３９】図３８のＺ－Ｚ線断面を一部含むＹ－Ｙ線断
面図。
【図４０】撮像部を固定する方法を示す説明図。
【図４１】撮像部を固定する他の方法を示す説明図。
【図４２】固定リングを示す正面及び断面図。
【図４３】従来例の挿入部の先端側の構成を示す断面
図。
【符号の説明】
１…電子内視鏡装置
２…電子内視鏡
１１…挿入部
１０１…先端構成部
１０７…撮像部
１０８…対物レンズ
１１２…レンズ枠
１１３…外周溝
１１４…レンズ枠取付孔
１１５…撮像部固定部
１１６…撮像部固定部材取付孔
１２１…シリコン系の接着剤

【図２】 【図３５】
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